
松岡小学校内の郷土資料室「松岡藩藩
校就将館」。このシリーズでは、松岡地
区に関する歴史を紹介していきます。

『續
ぞく

長久保赤水書簡集』

現代語訳が発行される
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『
續
長
久
保
赤
水
書
簡
集
』
現
代
語
訳
が
、

長
久
保
赤
水
（
一
七
一
七
～
一
八
〇
一
）
の
誕

生
日
で
あ
る
一
一
月
六
日
に
合
わ
せ
て
、
長
久

保
赤
水
顕
彰
会
（
会
長
・
佐
川
春
久
）
に
よ
っ

て
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
『
續
長
久
保
赤
水
書
簡
集
』
は
、
平
成

二
四
年
の
七
月
に
、
安
良
川
の
横
山
功

い
さ
お

氏
が

編
集
著
作
し
た
も
の
で
、
長
久
保
赤
水
か
ら
の

手
紙
や
立
原
甚じ

ん

五ご

郎ろ
う

・
古ふ

る

川か
わ

古こ

松
し
ょ
う

軒け
ん

・
円ま

る

山や
ま

応お
う

挙き
ょ

な
ど
著
名
人
か
ら
の
和
紙
に
筆
で
書
か
れ

た
書
簡
（
手
紙
）
を
、
漢か

ん

文ぶ
ん

体た
い

や
候

そ
う
ろ
う

文ぶ
ん

に
直

し
て
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
さ
ら
に
こ
れ
を
小
・
中
学
生
な
ど

に
も
わ
か
る
よ
う
に
し
よ
う
と
、
高
萩
郷
土
史

研
究
会
（
会
長
・
神
永
久
米
男
）
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ふ
り
が
な
や
解

説
な
ど
を
付
け
加
え
た
現
代
語
訳
の
書
き
下
し

文
に
し
て
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
も
、
水
戸
藩
六
代
藩
主
徳
川
治は

る

保も
り

か
ら
の
手
紙
に
は
、
赤
水
へ
の
添て

ん

削さ
く

や
鑑
定
を

依
頼
す
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

赤
水
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
手
紙
で
は
、「
農
業
を

し
な
が
ら
も
寸す

ん

陰い
ん

（
少
し
の
時
間
も
）
大
切
に

し
て
学
問
に
励
み
な
さ
い
」
と
諭さ

と

し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
赤
水
は
、「
田
植
え
の
前
の
代し

ろ

掻か

き

の
際
な
ど
に
、
竹た

け

竿ざ
お

で
牛
馬
を
誘
導
し
な
が
ら

も
書
物
を
読
み
学
問
に
勤
め
て
き
た
こ
と
」、

「
難
し
く
疑
念
が
生
じ
た
と
こ
ろ
は
不ふ

審し
ん

帳ち
ょ
う

に

書
き
出
し
て
学
ん
だ
こ
と
」
な
ど
を
手
紙
に
書

い
て
伝
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
長
久
保
赤
水
の
思
い
が
わ
か
り
や
す
く

現
代
に
よ
み
が
え
る
と
と
も
に
、
江
戸
時
代
の

赤
水
の
交こ

う

遊ゆ
う

が
こ
れ
ら
の
手
紙
の
内
容
を
通
し

て
、
私
た
ち
に
身
近
に
語
り
か
け
伝
え
て
く
れ

ま
す
。

　

ま
た
、長
久
保
赤
水
顕
彰
会
の
顧こ

問も
ん

で
あ
り
、

東
京
大
学
大
学
院
情
報
学が

っ

環か
ん

の
馬
場
章

あ
き
ら

教
授

は
、
赤
水
図
（
一
七
七
九
）
は
完
成
し
た
年
か

ら
数
え
て
四
年
後
ま
で
に
は
、
す
で
に
フ
ラ
ン

ス
の
パ
リ
へ
渡
り
、
貴
重
な
資
料
と
し
て
今
日

ま
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
本
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
松
岡

藩
藩
校
「
就
将
館
」
佐
川
へ
（
携
帯
０
９
０-

１
８
４
６-

６
８
４
９
）

　

長
久
保
赤
水
顕
彰
会
『
續
長
久
保
赤
水
書
簡

集
』
現
代
語
訳(

Ｂ
五
版
、
百
五
〇
ペ
ー
ジ
、

定
価
千
円
＋
税
）

▲長久保赤水顕彰会が発行し
た『續長久保赤水書簡集』現
代語訳

　

11
月
16
日
に
カ
シ
マ
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ

ア
ム
で
開
催
さ
れ
た
、
第
93
回
全
国
高
校

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会 

茨
城
県
予
選
決

勝
で
、
第
一
学
院
高
等
学
校
が
、
土
壇
場

で
勝
ち
越
し
ゴ
ー
ル
を
奪
い
、
粘
る
鹿
島

高
等
学
校
を
振
り
切
り
２

－
１
で
初
の
全

国
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

県
北
地
区
か
ら
の
優
勝
校
は
、
第
68
回

大
会
以
来
25
大
会
ぶ
り
の
快
挙
で
す
。

　

全
国
大
会
初
戦
は
、
平
成
27
年
１
月
２

日
（
金
）
に
味
の
素
フ
ィ
ー
ル
ド
西
が
丘

（
東
京
都
北
区
西
が
丘
３

－

15

－

１
）
で

行
わ
れ
ま
す
。
対
戦
校
は
、
京
都
橘
高
等

学
校
で
午
後
12
時
５
分
キ
ッ
ク
オ
フ
で

す
。

　

頑
張
れ
！
第
一
学
院
高
等

学
校
サ
ッ
カ
ー
部
！

　

皆
さ
ん
の
応
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

初の全国大会出場！
第一学院高等学校 サッカー部

　津波・高潮の災害に備え、整備を進めている津波避
難階段が一部完成しました。
　津波警報等が発表されたら、より早く・より安全な高
台への避難が重要となります。

防災コーナー
“ 津波避難階段 ”完成

　11月30日に実施した『平成26年度高萩市総合防災
訓練』では、完成した津波避難階段を使用し、避難に要
する時間などを確認する訓練を実施。津波災害時におけ
る避難場所を家庭や地域で考えていただく機会となりま
した。
【完成した場所】市営高浜住宅４・５・11号棟、高萩
中学校、東小学校

【今後整備する場所】市営高浜住宅３・９・10 号棟、
市営高浜第二住宅12 号棟

【参考】　地上高　高中：北校舎15.6 ｍ　南校舎11.7ｍ、東小：
11.6 ｍ、市営高浜住宅：３・４・５・10・11号棟14.58 ｍ　
９号棟14.13 ｍ　第二住宅12号棟11.93 ｍ▲東小学校 ◀市営高浜住宅

▲津波避難階段
昇り口
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